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「一般財団法人 清野顕彰財団」 

第４回清野賞表彰式を開催 
 

当社グループのミッションである「世界の人々の豊かなくらしと夢の創造」に向けて貢献できる人

材を支援、育成するため、当社グループの基幹会社である株式会社オリエンタルコンサルタンツ（本

社：東京都渋谷区、代表取締役社長：野崎秀則）の元代表取締役社長である故 清野茂次氏によって設

立された「一般財団法人 清野顕彰財団」の第 4 回清野賞表彰式が、2021 年 12 月 27 日(月)に開催さ

れました。 

当財団は、“社会資本の整備・維持・活用において、環境の保全と安全でより優れた社会価値の創造

のため、中長期的視点で技術開発等をする者に対して顕彰等を行い、もって世界の人々の心豊かなく

らしと、夢の実現に向けて貢献できる人材を育成すること”を目的とし、その目的に資するため、主に

次の事業を行っています。 

(1)ビジネスモデルの創造、新技術の開発、市場開拓等につき、その行動および成果に対する顕彰 

(2)ビジネスモデルの創造、新技術の開発、市場開拓、特定目的のための留学等を行うことへの助成 

本年は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、参加者の健康と安全確保を第一に考慮し、

ビデオ会議ツール Google Meet™ ※およびストリーミング配信により開催されました。 

表彰式では、昨年 5 月 15 日にご逝去されました、故 清野茂次氏への哀悼の意を表し、黙祷が捧げ

られた後、新代表理事の花里久氏からご挨拶がありました。 

第４回清野賞は、事業部門、自己研鑚・外部活動部門、社会貢献部門の 3 つの部門に対して審査が

行われ、最優秀賞 1 件、優秀賞 1 件、奨励賞 10 件の合計 12 件が表彰されました。 

当社グループでは、当財団の趣旨に賛同し、事業を支援するとともに、今後も、次世代に向けた新

たなビジネスモデルの構築や新技術の開発を積極的に推進できる人材を育成することで、新たな社会

価値の創造に取り組んで参ります。 

※ Google Meet は、Google LLC の商標です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 清野顕彰財団代表理事 花里氏挨拶の様子    第４回清野賞表彰式の様子 



表彰一覧 

種別 表彰内容 受賞者 

最優秀賞 

アセットマネジメントのチームとして、国内外の複数の学会に、多
くの論文を投稿・発表するとともに、長期にわたり同一事業を実践、
特許の出願を行うなど、社名の向上に大きく貢献 

㈱オリエンタルコンサルタンツ 
道路アセットチーム 
植田知孝、宮崎浩司、馬越正純、 
坂口浩昭、松下郁生、森飛翔、 
木村祥平、田中志和、猪爪一良 

優秀賞 

20 年強に渡るプロジェクトを通して、計画から、設計、施工、運
行管理まで一貫してプロジェクトマネジメントを実施し、建設と運
行管理に参加した多くの本邦企業との長年の協業によって工事現
場で働く人々の間に安全性や効率性（工期）の意識を浸透させ、開
業後の安全・定時運行にも努め、住民に安全・安心・快適な交通手
段を提供した。「質の高いインフラ整備事業」として完成の日の目
を見たデリーメトロは、日本の「ベスト・アンバサダー」と呼ばれ、
3,000万人規模ともいわれるデリーや近郊の市民の足として親しま
れている。 

㈱オリエンタルコンサルタンツ 
グローバル 
軌道交通事業部「デリーメトロ都市鉄
道建設プロジェクト」 
阿部玲子、中村信也、 山岡一雅、 
河合伸由       

奨励賞 

研究開発の成果として国内外で複数の論文を発表するとともに、基
準の参考図書の執筆，専門分野での博士号の取得，外部活動の長期
継続，さらには新聞に紹介されるなど、社名の高揚ならびに技術の
発展に大きく貢献 

㈱オリエンタルコンサルタンツ 
有村 健太郎 

研究開発の成果として複数の論文を発表するとともに、外部活動の
長期継続など、社名の高揚ならびに技術の発展に大きく貢献 

㈱オリエンタルコンサルタンツ 
門田 峰典 

防災事業について、実証実験により事業拡大に大きく貢献。また賞
受賞等、社名高揚に寄与 

㈱オリエンタルコンサルタンツ 
木村 美瑛子 

交通分野で権威のある学会において、査読付き論文の投稿、発表を
複数行い、社名の高揚に多く貢献した。 

また、自己研鑽を継続し、博士の学位を取得するとともに、高度な
技術力を求められる業務において、研究者と実務の懸け橋となって
いる 

㈱オリエンタルコンサルタンツ 
梅田 祥吾 

国土交通省における ECI 方式を基礎自治体仕様にカスタマイズし
た新たな ECI 方式を提案し、これを橋梁保全事業において実現さ
せるとともに、総合化（複数年契約、調査・点検～長寿命化計画～
橋梁補修設計～補修工事（技術協力）の包括化）を図り、実現・定
着させた。これにより、新たな社会価値創造を具現化するとともに
社名の高揚に貢献しているため 

㈱オリエンタルコンサルタンツ 
森崎 静一 

河川分野における DX の推進に貢献し、オリエンタルコンサルタン
ツ及びホールディングスの知名度の向上、さらには成長へ貢献して
いるため。 

㈱オリエンタルコンサルタンツ 
      西 大輔 

AI 技術を用いた石礫自動判読技術の開発に貢献し、オリエンタル
コンサルタンツ及びホールディングスの知名度の向上、さらには成
長へ貢献しているため 

㈱オリエンタルコンサルタンツ 
井川 忠 

プロジェクトマネージャーとして従事したジャカルタMRTプロジ
ェクトが数々の外部表彰を受賞 

㈱オリエンタルコンサルタンツ 
グローバル 

 南條 大助 

土木分野における AI 技術適用に関する研究を行い、その研究結果
は国内外で高く評価され、社名高揚に貢献 

従来の物理学に基づく予測方法とは違い、過去の膨大な地震データ
を学習した AI 予測モデルを使う事で、現行の緊急地震速報の性能
を大幅に上回る*震度予測を行うことに成功した。その結果を著名
な国際会議と国際ジャーナルで公表した。国際会議では優秀論文賞
を受賞し、国際ジャーナルに投稿した論文は地震学・地震工学分野
を代表する研究者らに、当分野への AI 技術適用の成功事例として
引用された。また研究において比較対象としてきた緊急地震速報の
開発者である気象庁の研究者からも一定の評価を得た。 

㈱オリエンタルコンサルタンツ 
グローバル 

大武 亮太 

空間情報分野のメインストリームでもある航空レーザ事業の継続
の一翼を担い、技術開発や外部活動などを通して事業促進に努める
など受注拡大、業績に大きく貢献 

㈱エイテック 
戸口 伸二 
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